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平成１９年８月９日 
 
 

 
高松市長 大西 秀人 殿 

 
 
高松市国分寺地区地域審議会 

                            会 長  土 井  信 幸   
 
 
 

建設計画に係る平成２０年度から２２年度の 
実施事業の取りまとめについて（回答） 

 
 

残暑の候 貴職におかれましては，ますます御清栄のこととお喜び申しあげます。 
さて，平成１９年６月１１日付け高企第６号で依頼のありました建設計画に係る平成２０年

度から２２年度の実施事業の取りまとめについては，下記のとおりです。 
建設計画の速やかな実現は，地域住民の切なる願いであり，貴職におかれましても，これま

で，地域住民の厚い信頼と期待に応え，建設計画に真摯に対応していただいておりますが，  

今後とも，高松市域の一体化の促進と新たなまちづくりを進めるため，なお一層の，ご尽力を

賜りますようお願い申しあげます。 
 
 
 

記 
 

● 建設計画に係る平成２０年度から２２年度の実施事業 

  

１ 国分寺町文化施設（生涯学習センター）の整備 

・建設のための実施設計に向けた取組み 

  

２ ＣＡＴＶの整備 

・国分寺地域への早期導入 
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３  ＪＲ端岡駅周辺整備事業 

・事業の早期着工 

 

４ 教育環境の整備 

・国分寺中学校校舎の整備（北棟の改築・屋内運動場の新築） 

・ＰＣ環境（パソコン）の整備充実 

 

５ 道路の整備 

・国分寺地区の市道等整備 

    ・国分寺地区の県道等整備 

 

６ 自然環境の整備 

・自然環境の保全と活用 

 

７ 特別史跡讃岐国分寺跡等文化財の保存と活用 

・特別史跡讃岐国分寺跡の日常的な維持管理と尼寺跡窯跡等指定 

文化財の一体的かつ総合的な保存・整備，活用計画の策定を！ 

  

８ 地域間交流の促進 

 
 

９ コミュニティ活動の支援 

・コミュニティ活動の円滑な運営 
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１０ 子育て支援サービスの充実 

・放課後児童クラブの整備 

 

１１ 社会体育施設の優先使用の再延長 

・国分寺中学校のクラブ，各種団体の施設不足への対応 

・学校体育施設開放運営事業で使用している施設のうち， 

南北両小学校改築期間中の対応 

 

１２  公共交通の整備 

・コミュニティバス等運行事業 

 
 
 

※ 下線部分の実施事業については，国分寺地区の最重点要望事項です。 

※ 各事業の詳しい内容については，別紙のとおり。 
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建設計画に係る平成２０年度～２２年度の実施事業について 
国分寺地区 

番号 項  目 事業の内容 

１ 

国分寺町文化施設（生涯学習セ

ンター）の整備 
 

○ 建設のための実施設計に向けた取組み 
  国分寺地区の住民の大半は，合併協議における，文化施設の

整備について，建設計画の，「……文化施設の整備を図る 」を

「文化施設の新築整備を図る」と考えております。それは，合

併時の町の施設整備準備状況（用地取得・基金積立・進入路整

備）を見ますと，当然の結果だと思います。 
  それに比べ，現在までの市の対応を見ますと，建設計画の解

釈に，かなり，開きがあるように思います。そのため，実施設

計に向けての協議に，なかなか，踏み込めない状態が続いてい

るように思います。 
  また，前回の審議会における大西市長のあいさつの中で，市

長は，建設計画を忠実に尊重しながら実行すると述べるととも

に，また，状況の変化に対応した柔軟な対応も必要であるとの

発言もありました。 
  しかし，文化施設整備は，国分寺地区にとっては，建設計画

における最重要課題であるという位置付けから，忠実に尊重し

ながら実行していただく案件（新築整備）であり，建物の内容・

用途などには，計画変更の要素を含んでいるものの，状況の変

化に対応した柔軟な対応（新築以外の整備）には該当しないと

考えます。 
  このようなことから，今期間（２０年度～２２年度）は，実

施設計に向けての協議期間と考えておりますので，建設計画の 
確実な実行を要望するものです。 

  なお，実施設計の段階においては，地元市民の声も聞きなが

ら，また，子育て支援・男女共同参画の活動の場，各種団体の

活動の場になるという点も考慮していただき，国分寺地区を含

む高松市西部地域の文化活動の拠点となるような施設を検討

していただきたい。 
  また，順次，開催している，高松市文化施設整備連絡会の会

議内容については，整備計画の進捗状況を把握するために，重

要であると考えておりますので，今後，速やかな公表に努めて

いただきたい。 
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２ 
 
 
 

ＣＡＴＶの整備 
 
 
 
 
 
 

○ 国分寺地域への早期導入 
平成１９年度の調査結果を基に，今後の事業計画について，

事業主体であるケーブルメディア四国と協議することになる

と思いますが，その調査結果および協議経過を，速やかに公表

していただきたい。 
また，今後，早期に，国分寺地区へのエリア拡大を促進し，

ＣＡＴＶによる市政情報の提供等情報通信機能の充実を要望

します。 
 

３ 

ＪＲ端岡駅周辺整備事業 ○ 事業の早期着工 
  ＪＲ端岡駅周辺整備事業については，旧国分寺町時代の経緯

もあり，大変，難しい事業であると考えており，時間的にも長

期間に渡るということは，当然，理解しております。 
  しかし，今のままでは，慢性的な交通渋滞を解消することは

できません。 
このようなことから，今後，利用者が増加することが予測さ

れること，また，国分寺地区の公共交通機関の拠点・高松市の

西の玄関になるという観点などを考慮し，現在，作成中の都市

計画マスタープランの中で，これらの要素を勘案した上で，事

業の方向性をまとめ，整備事業計画の作成に取りかかっていた

だきたい。 

４ 

教育環境の整備 
 
 
 
 
 

○ 国分寺中学校校舎の整備（北棟の改築・屋内運動場の新築） 
 
 国分寺中学校北棟の改築（昭和３７年から昭和３８年建築） 

  国分寺中学校北棟については，平成１９年度より耐震補強工

事に取りかかるとのことですが，この工事によって，建物の損

壊の危険は，一時的には回避できる処置と考えています。 
  しかし，建築から４５年が経過することから，老朽化による

損壊の危険が，まったく解消されたわけではございません。 
  今後，老朽化した校舎の改築については，全市的な中で，危

険度の高い校舎から，順次，検討していくことになると思われ

ます。    
  そのような中で，マンモス校となった国分寺中学校の北棟に

ついては，緊急度や優先度を取ってみても，改築必要度は，非

常に高いと思われますので，早期に，改築事業計画に搭載して

いただき，積極的に取組むことを要望します。 
  また，耐震補強工事についてですが，耐用年数に近い老朽化

建物に，耐震補強工事を実施した場合，耐用年数がどう変化す

るのか。また，今後の対応方針は，どのようなものになるのか。
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お示しいただきたい。 
  

国分寺中学校屋内運動場の新築（昭和４０年建築，９１９㎡） 
  現在，国分寺中の屋内競技部は，バレーボール部など４競技

部（男女８チーム）あり，屋内運動場だけでは十分な対応がで

きないため，仕方なく，国分寺体育館，Ｂ＆Ｇ体育館・県青年

センター体育館を借りて練習を行っています。 
  中学時代は部活動も盛んで，多くの部員が，日々，活発に練

習を行っております。 
  ところが，肝心の屋内運動場は，築後４２年ということもあ

り，古く，狭く，暗いということで，運動施設としての機能を

ほとんど果たしておりません。 
平成１９年度より，耐震補強工事に入りますが，工事が終了

しても，大部分の競技部は，従来どおり，国分寺体育館等を中

心に，練習することになると思います。 
  また，社会体育施設のＢ＆Ｇ体育館と県青年センター体育館

の利用を続けるとなれば，両施設が遠方に位置している関係

上，移動時での事故の危険性や練習時間のロスなどの問題を，

今後とも，抱えていくことになります。 
  このようなことから，今後の生徒数の増加等を考えれば，練

習場所の不足は，依然として，解消されませんので，早急に，

新規の施設整備に努めていただきたい。 
○ ＰＣ環境（パソコン）の整備充実 

旧町時代，県内にさきがけ，ＰＣ（パソコン）を教育に取り

入れましたが，今後，校内ＬＡＮ等を構築して，ＰＣ（パソコ

ン）の進化に対応した環境の充実を要望します。 

５ 

道路の整備 ○ 国分寺地区の市道等整備 
  国分寺地区の道路は，幹線の交通渋滞をはじめ，生活道路で

ある市道の幅員が狭く，改良率が低いなど多くの問題を抱えて

います。 
そして，近年，商業施設・住宅・事務所等が数多く建築され，

交通量が大幅に増加しています。そのため，毎日，ひどい交通

渋滞を招いており，天候不順の時や朝夕においては，度々，危

険な場面に遭遇することもあります。 
  このようなことから，交通渋滞の解消や交通弱者の安全確保

の観点から，市道整備を，順次，取りかかっていただきたい。 
  建設計画にある６路線などに加えて，特に，整備を急ぐ市道

として，国分寺中学校北側，市道上向田万灯線の整備（西門か

ら県道国分寺琴南線にかけての一部）を要望します。 
  市道上向田万灯線は，中学校の西門から東側の市道端岡北谷
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線までについては，若千，拡幅工事がされておりますが，西門

から西の県道国分寺琴南線にかけての一部（国分寺郵便局の南

まで）については，ここ数十年，まったく改良・拡幅工事が行

われておりません。それにも関わらず，交通量は年々増加する

一方で，危険度は増すばかりの状況でございます。 
 
○ 国分寺地区等の県道等整備 
  建設計画にある５路線の整備の中で，特に，整備を急ぐ県道 

として，県道国分寺琴南線から国分寺南部幼稚園への進入口周

辺道路の整備を要望します。 
この出入り口における交通渋滞は，慢性的であり，特に，建

物の関係で，非常に出入り口の見通しが悪く，朝夕の送迎時や

天候不順時においては，大変，危険な状況が幾度となく報告さ

れています。 
 

６ 

自然環境の整備 ○ 自然環境の保全と活用 
  国分寺地区は，自然と共生したすばらしい生活環境にある

が，里山の荒廃が進んでいる。 
  住民参加団体の組織化を促し，団体の育成に努め，全市的な

里山の保全と活用の推進を要望します。 
 

７ 

特別史跡讃岐国分寺跡等文化

財の保存と活用 
 
 

○ 特別史跡讃岐国分寺跡の日常的な維持管理と尼寺跡窯跡等

指定文化財の一体的かつ総合的な保存・整備，活用計画の策

定を！ 
 
  「四国八十八ヶ所を世界遺産に！」との運動が盛り上がりを

見せているが，白牛山国分寺を含む讃岐国分寺跡は，特別史跡

に指定されており，重要文化財も３件あるなど，八十八ヶ所の

中では，特筆すべき位置にあるものと考えます。 
  こうした点からも，史跡地の日常的な維持管理やその意義を

発信する資料館の活動は，大切です。今後は，より注目を集め

るものと考えられことから，地域住民や来訪者に，より親しま

れるよう，細心の注意を払い，史跡地の管理に努めていただき

たい。 
  さらに，讃岐国分寺を中心に，古代讃岐文化の中心地として，

周辺に点在する史跡や，文化財を含めた総合的な保存・整備，

活用計画の策定を要望します。 
  また，地元を中心とした史跡地活用事業にも，積極的な支援 

を要望します。 
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８ 

地域間交流の促進 
 
 
 
 

○ 国分寺地区の文化と歴史的環境を生かし，全国にある国分寺

跡など，他の地域との交流を積極的に行い，観光および産業の

振興を図るため，友好・親善活動への積極的な支援および援助

を要望します。 
 

９ 

コミュニティ活動の支援 ○ コミュニティ活動の円滑な運営 
  コミュニティ活動を活発化し，地域課題への解決力を向上さ

せるために，地域コミュニティの組織化が急務とされています

が，そのためのコミュニティ協議会の立ち上げと，円滑な運営

について，予算面での配慮を強く要望します。 

１０ 

子育て支援サービスの充実 ○ 放課後児童クラブの整備 
現在，放課後児童クラブを，北部校区５２名，南部校区８３

名の子どもたちが利用しています。 
しかし，特に，南部校区においては，児童人数に対して，

職員数が少なく，また，施設も狭く，安全快適な指導が困難

な状態となっています。 
市の方針として，要請があれば，何人でも受け入れるとの

ことですが，今後も，さらに，増えていくことが予想されま

すので，現況に応じた適切な人員・施設の整備を要望します。 
 

１１ 

社会体育施設の優先使用の再

延長 
○ 国分寺中学校のクラブ，各種団体の施設不足への対応 
○ 学校体育施設開放運営事業で使用している施設のうち，南北

両小学校改築期間中の対応 
 
社会体育施設の優先使用の延長については，前回の審議会に

おいて，平成２０年度までという回答をいただいております。 
  しかし，平成２０年度からは，国分寺南北両小学校の屋内運

動場の改築が始まるため，学校体育施設開放運営事業で使用し

ている施設不足への対応，また，平成２１年度以降の中学校の

社会体育施設の優先使用の有無などの問題が発生しておりま

す。 
 これらについては，多くの団体等が関係することから，どの

ように対処するのか，その対応状況を，事前に，広く，周知し

ていただかなければなりません。 
なお，上記のこともあり，当面，社会体育施設への依存度が

高くなることが予測されますし，スポーツ少年団・体育協会・

中学生のクラブなど競技人口に対し，運動施設が他の地区に比

べ，不足している現状を踏まえ，再度，社会体育施設の優先使

用の延長を要望します。 
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１２ 
 

公共交通の整備 ○ コミュニティバス等運行事業 
 国分寺地区で，現在，運行されているコミュニティバス利用

促進のための打開策をさぐるため，昨年，アンケート調査が実

施されました。 
 また，今年の春，コミュニティバス等利用促進協議会が設置

され，アンケート結果や，利用者等の意見を参考に，現行の利

用頻度によるコースの見直し，他の交通機関との連携，目的地

までの時間短縮を図るなど，運行形態の見直しがされているよ

うにお聞きします。 
このコミュニティバスは，国分寺地区の南北を結ぶ唯一の公

共交通機関であり，利用者には，かけがえのないものであり，

単に，交通弱者の足としてだけでなく，地域住民の生活手段と

しても，必要不可欠なものです。 
今後，より多くの人たちが活用できるような，見直しを希望

するとともに，将来にわたり，引き続き，存続されるよう強く

要望します。 
 
 
 

 
 

 


